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と, ド一 ･ユーミン ｢インダレ～族の社会的慣習｣,
ウー ･コ～コーマウン ｢コンパウン時代におけるビ
ルマ経済史｣, ウ一 ･バシン ｢ベイタノウ城跡と史
的解釈｣, ド一 ･ティンミ｡ウグウェ ｢ビルマの有
用樹木｣,ウ一 ･ポウチョ-ミィン ｢封建時代にお
ける長編小説の流れ｣,マ ･キンタン ｢インレー地
方の漁具｣, ウ一 ･シュエ トイン ｢シャン語に関す
る言語学的研究｣,タントゥン博士 ｢アバ時代の碑
文にみられる史的資料｣, ド- ･インインミャ ｢ビ
ルマにおける所得税制度の変遷｣等ほ有益な示唆に
富んでいる｡
ただ難点を言えば,本吉の収録論文が玉石混交だ
という点であろうOきわめてユニ-クな研究成果か
ら,大学の講義録程度のものまで千差万別である｡
純粋な学術研究誌たらんことを願うのであれば,や
はり専攻分野に寄与し得るような独創的な研究論文
に焦点をしぼるべきであろう｡
ともあれ,ビルマ学界に一致団結した形の研究機
関誌が誕生したことを喜ぶとともに,諸外国との学
問的交流が今後盛んになることをこころから祈る次
第である｡
(大野 徹)
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